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Identification guides for the Japanese species of the genus Aleochara Gravenhorst

Part I. Subgenus Empelnota Casey
Shûhei Yamamoto and Munetoshi maruYama

緒言
ヒ ゲ ブ ト ハ ネ カ ク シ 属 Aleochara Gravenhorst, 

1802（ハネカクシ科：ヒゲブトハネカクシ亜科：
ヒゲブトハネカクシ族）は日本全土に広く分布し，
多くは自由生活者として森林や平原内を中心に生
息する．本属には普通種が多く，衝突板トラップ
(FIT) で多数の個体が採集されるうえ，腐肉や獣糞
にも多くの個体が誘引される．また，本属にはヒ
ゲブトハネカクシ亜科の中でも大型で目立つ種が
多いことから，動物相調査などで同定に対する要
求が高い分類群である．にもかかわらず，多数の
広域分布種を含むうえ，種間の形態差が少ない場
合があるなどの理由により，多くの日本産種は，
いまだに同定が難しい．

筆者らは現在，日本産本属の分類学的再検討
に 取 り 組 ん で お り， 亜 属 毎 に 順 次， 結 果 を 公
表 し て き た （Yamamoto & Maruyama, 2009, 2012, 
submitted）．そこでこの場では，既に発表した内
容を基にした各亜属の平易な解説を行い，日本産
本属の基礎資料とすべく，検索表を設け，さらに
同定に役立つ各種の概要についても記したい．今
回 の 概 説 で は， そ の 第 1 弾 と し て Yamamoto & 

Maruyama (2012) でまとめた海浜性の Emplenota 亜
属に焦点を当てた．

ヒゲブトハネカクシ属 （Aleochara Gravenhorst, 1802）
ヒゲブトハネカクシ属は，ヒゲブトハネカクシ

亜科の模式属である．これまでに 450 種以上が知
られる大きな属であるため， 19 亜属に分類され，
日本からはそのうち 6 亜属の計 25 種が記録されて
いる（Yamamoto & Maruyama, 2012）．本属は全生
物地理区に分布し，特に欧州や北米では分類学的
情報基盤が整備されてきたものの（e.g., Likovský, 
1974; Klimaszewski, 1984; Lohse, 1989），日本産種に
関する包括的な分類学的再検討は，われわれが検
討する以前には分類が困難であるという理由から
行われておらず，未検討の各亜属に関しては同定
間違いや他種との混同といった種々の混乱が生じ
ている．

成虫は肉食性で主にハエ類の卵，幼虫，蛹を専
門に捕食し，幼虫はハエ類の囲蛹に捕食寄生する
という生態を有している（Klimaszewski & Jansen, 
1993）．このことから，本属は野外におけるハエ
類の個体数調節や伝染病の予防，さらには作物
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を加害するハエ類の生物的防除等の観点から重
要な存在である．欧州や北米では一部の種に関
して，生物的防除資材への応用を踏まえた生態
学・分類学的研究が重点的になされており，付随
的に生態，生活史，性フェロモン，交尾姿勢およ
び系統関係といった情報も集積されてきた（e.g., 
Peschke, 1978; Peschke & Metzler, 1987; Klimaszewski 
& Jansen, 1993）．

すべての種の幼虫が双翅目短角亜目環縫群の囲
蛹に捕食寄生するようであり，寄主のハエについ
ては Maus et al. (1998) でまとめられている．また，
本属の系統関係について古くはヒゲブトハネカク
シ亜科のニセヒゲブトハネカクシ族 Hoplandriini と
の類縁性が指摘されてきたが（Seevers, 1978），近
年の形態および分子情報に基づいた研究によって
否定的な見解が提出されている（Maus et al., 2001; 
Hanley, 2002）．

形態的特徴：体は中型から大型の種が多数派を

占める．体型は多くのハネカクシと同様に細長く
平行状だが，特に紡錘形状の種が多い．跗節式
は 5-5-5 で あ る． 口 器 の 小 顎 鬚 は pseudosegment
を 含 め て 5 節 で 構 成 さ れ， 同 様 に 下 唇 鬚 は
pseudosegment を含めて 4 節から成り，舌 （ligula）
は小さく先端部で二叉する．

Emplenota亜属 （Emplenota Casey, 1884）
多数の種を擁するヒゲブトハネカクシ属だが，海

浜性種は明らかな少数派である．近年出版された
海浜性ハネカクシ科のチェックリスト（Frank & 
Ahn, 2011）では，本属に 4 亜属 16 種を認めてお
り，現在は Yamamoto & Maruyama (2012) が追加し
た Emplenota 亜属の 3 種を合わせた計 19 種が含ま
れている．日本から海浜性種を含む亜属は 3 亜属が
記録されていて，そのなかの Emplenota 亜属は含
まれるすべての種が海浜性という点で特異である．
本亜属は世界から 11 種が記録され，われわれは
日本から 5 種の分布を確認している（Yamamoto & 
Maruyama, 2012）．種多様性の解明度は高いものの，
分布域の北米大陸から 3 種，同様にヨーロッパ＋北
アフリカ地域でもわずかに 3 種（移入種を除く）で
あることを鑑みれば，この 5 種という数字の高さが
いかに凄いことかお分かり頂けるだろう．

Emplenota 亜属は生息場所として，主に海岸の汀
線から数メートルほど離れた場所に漂着したやや
湿った海藻塊内部や接地面に潜み，砂浜はもちろ
んのこと，岩礁や塩湖といった幅広い海浜環境下
においても見出される．

系統関係に関しては，形態ならびに分子情報か
ら，同じく海浜性で日本にも生息する Triochara
亜属が姉妹群関係にあるものと考えられている

（Assing, 1995; Maus et al., 2001）． な お，Triochara
亜属は次回のヒゲブトハネカクシ属概説で取り上
げる予定であり，詳細はそちらをご覧頂きたい．

以下に亜属の形態的特徴および検索表を記した
のち，日本産各種を紹介する．

計測値は以下の略号を採用した：BL（体長），
FBL（頭部から上翅先端までの長さ），AL（触角の
長さ），PL（前胸背板の長さ），PW（同，幅）．計
測値はすべてミリメートルで示している．

形態的特徴：体は中型で概ね平行状となり，細
長く，やや平たい．全身は一様に黒色を呈し，体
表（頭部，前胸背板および上翅）は微細な六角形
網目状構造で覆われる．触角はやや細長い．中胸
腹板には中央線に沿った短い隆起線を有する（日
本産種）．雄交尾器中央片には一対の板状突起

（subapico-ventral projection）を有する．

図1. ツヤケシヒゲブトハネカクシ Aleochara fucicola Sharp． 
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Aleochara属の日本産海浜性亜属への検索表
1. 体型は紡錘型；体表は顆粒状構造に覆われ，

完全な艶消し；前胸背板は頭部より明らかに
大きい；上翅の後側縁部には深い切れ込みが
入る.......Coprochara亜属［フトツヤケシヒゲブ
トハネカクシ A. (C.) squalithorax Sharp, 1888］

– 体型は細長く平行状；体表には点刻や微細構
造が見られるものの，完全な艶消し状にはな
らず，わずかに，もしくは明らかに光沢があ
る；前胸背板は頭部と同じかやや大きい程
度；上翅の後側縁部には切れ込みが入らない...
.................................................................................2

2. 頭部背面に中央線と平行な2本の縦溝がある；
前胸背板の中央線付近にも縦溝が存在し，立
体的な模様を形成する...................Triochara亜属

– 頭部および前胸背板に縦溝が見られない （図 
1）....................................................Emplenota亜属

Emplenota亜属の種への検索表
1. 体は明らかに大きい （BLの平均: 5.79 mm）；

頭部背面の根本に半球状の隆起が見られる
（図2a）；頭幅が広い（頭幅 / 頭長 = 1.25）；
腹部第8背板末端部（♀）は顕著にえぐれる
（図3a）............................................A. (E.) yamato

– 体 は 小 型 ～ 比 較 的 大 型 （ B L の 平 均 :  4 . 0 5 
mm）；頭幅がやや狭い (頭幅 / 頭長 = 1.14)；
雌の腹部第8背板末端部（♀）は丸みを帯びる

か裁断状（図3b）.................................................2
2. 頭部背面の中央線に沿って縦状に隆起する

（図2b）........................................A. (E.) segregata
– 頭部背面には特殊な隆起がない.........................3
3. 体表の光沢がやや強い；触角は細長く，特に

第4節は明らかに細長い（図4a）.........................
..........................................................A. (E.) hayamai

– 体表の光沢は弱いか艶消し状；触角第4節は球
状か短い樽型（図4b）.........................................4

4. 体表の点刻は弱い；触角は全体的にやや太い...
.............................................................A. (E.) puetzi

– 体表の点刻は深い..........................A. (E.) fucicola

各種の解説
ツヤケシヒゲブトハネカクシ Aleochara (Emplenota) 

fucicola Sharp, 1874
（図 1, 3b, 4b, 5）
北海道を除き全国的に分布する普通種で，日本

からは Emplenota 亜属として長らく本種のみが知
られていた．国外からは韓国，北朝鮮，中国，香
港およびフランス（おそらく移入）の記録がある．
われわれは北海道からは本種を確認しておらず，
北海道における A. fucicola の記録は誤りだと考えて
いる．

Assing (1995) により，Aleochara variolosa (Weise, 
1877) (= Homalota variolosa) は本種の下位同物異名
とされた．

図 2–4. 検索図―2a, 2b, 頭部; 3a, 3b, 腹部第8背板末端部（♀）; 4a, 4b, 触角後半部．
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計 測 値 の 平 均 (n = 20): BL, 4.13; FBL, 1.87; AL, 
1.08; PL, 0.65; PW, 0.80．

国内の分布 ： 本州，四国，九州，八丈島，淡路島，
対馬，天草諸島，上甑島．

キタツヤケシヒゲブトハネカクシ  A l e o c h a r a 
(Emplenota) puetzi (Assing, 1995)

（図 5）
Assing (1995) によりロシア極東部から新種記載

され，日本からは丸山（2002）が北海道の根室お
よび網走市から記録した．北海道全域に亘って広
く分布している．あまり多くない種である． 

計 測 値 の 平 均 (n = 20): BL, 3.89; FBL, 2.06; AL, 
1.12; PL, 0.74; PW, 0.93．

国内の分布：北海道，天売島，奥尻島．

ニ セ ツ ヤ ケ シ ヒ ゲ ブ ト ハ ネ カ ク シ  A l e o c h a r a 
(Emplenota) segregata Yamamoto & Maruyama, 2012

（図 2b, 5）
前述した A. (E.) fucicola と同じく最も普通な種

の一つで，全国的に見られる．外見が他種と類似
するが，性別を問わず，頭部の背面に縦の隆状突
起が存在することで，識別可能である（図 2b）．
多くの標本が見出された関東・関西地方産の「A. 

図 5. 各種の腹部第8腹板（♂），交尾器中央片 （♂），貯精嚢（♀）．
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fucicola」とされている標本は，本種の可能性が少
なからずあり，注意を要する．

計 測 値 の 平 均 (n = 20): BL, 4.15; FBL, 1.92; AL, 
1.11; PL, 0.69; PW, 0.86．

国内の分布：北海道南部，本州，四国，九州，
北琉球，奥尻島，佐渡島，淡路島，種子島．

ハヤマツヤケシヒゲブトハネカクシ  Aleochara 
(Emplenota) hayamai Yamamoto & Maruyama, 2012

（図 4a, 5）
主な記録地が山陰地方に偏るものの，上甑島，

福岡市および神奈川県三浦半島においてもわずか
な標本が見出されたので，実際の分布は広いと考
えられる．島根県ではとりわけ個体数が多いが，
それ以外の地域では稀である．Emplenota 亜属の
他種と同所的に見られるが，雄交尾器が特徴的な
ので，同定は比較的容易にできる．種小名は当時，
島根大学の院生だった端山武氏にちなむ．

計 測 値 の 平 均 (n = 20): BL, 4.02; FBL, 1.89; AL, 
1.24; PL, 0.67; PW, 0.82．

分布：本州（中～西部），九州，隠岐（島後），上甑島．

オオツヤケシヒゲブトハネカクシ  A l e o c h a r a 
(Emplenota) yamato Yamamoto & Maruyama, 2012

（図 2a, 3a, 5）
現在まで，島根県松江市で得られた模式標本と

数個体の副模式標本のみが存在するきわめて稀な
種である．本種は体が明らかに大きいだけではな
く，雌雄の交尾器や第 8 背板・腹板にも顕著な種
の特徴が現れる．すべての標本が早春に得られた
ことから，初夏に個体数が増加する他種と比較し
て，発生時期が異なる可能性が考えられる．

計測値の平均 (n = 8): BL, 5.79; FBL, 2.79; AL, 1.62; 
PL, 1.00; PW, 1.24．

分布：本州（島根県）．
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